
 

湘南学院高等学校 保健室発行 令和５年１１月 

“１”が２つ並ぶ 11月は「いい（１１）」を語呂合わせに使った記念日が 

たくさんあります。中でも健康にまつわる記念日として、8日「いい歯の日」、 

9日「換気の日（いい空気）」、10日「トイレの日（いいトイレ）」、12日 

「皮膚の日（いいひふ）」…などがあります。 

みなさんにとっても「いい」日がたくさんある 11月になりますように。 

 

 

 

 

 

 9月中旬頃、学校薬剤師の先生に来ていただき、教室の空気検査を実施しました。 

結果はどの教室も基準内ではあったものの、二酸化炭素の濃度がやや高い教室がありました。こ

の時期はまだ暑く冷房を使用していたため、その効果を保つために教室を締め切っていたことが原

因と考えられます。 

 二酸化炭素の濃度が高くなると空気中の酸素が不足し、頭痛や吐き気の原因になります。 

 また、締め切った空間は空気の流れが停滞し、室内にウイルスや細菌がとどまって、風邪やイン

フルエンザの感染拡大のリスクが高まります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの季節、寒くなって暖房を使用する

ことがあると思います。寒いとどうしても窓や

ドアを閉めたくなりますが、一人ひとりの健康

のため、特に休み時間には窓とドアを開け、換

気をしましょう。 

保健委員さん！積極的にお願いします！！ 

新鮮な空気はリフレッシュ効果があり、脳の

働きが活性化します。気分スッキリ、集中力も

上がりますよ。 

 



 

 

 インフルエンザのワクチンは接種してから実際に効果を発揮するまでに 

2～4週間かかり、5ヵ月程度続くといわれています。 

 例年流行期間は 12月～3月ですが、今年はすでに流行が始まっていて、 

長い期間注意が必要です。 

 インフルエンザにはA型、B型というように、複数の種類があります。 

一度かかったと言う人も、別の型にかかるリスクもあるため、医師と相談 

して予防接種を検討することをお勧めします。 

 大事な部活動の試合や受験を控えている人はもちろんですが、周囲の友 

達や家族に感染させないように、予防接種を前向きに検討して欲しいと思います。 

 

 

 

 

予防接種をしたからといって、絶対にかからないということはありません。 

しかし、かかった時に重症化を防いでくれるというメリットがあります。 

これからの季節は感染性胃腸炎なども流行しやすくなります。 

季節性の風邪、新型コロナウイルスも含め、引き続き感染症対策が必要です！ 

 


